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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　画像表示領域が臨む開口部を開設した窓枠の上部に発光装置を備えた遊技機において、
　前記発光装置は、
　前端部を回動軸周りに上下回動可能とする状態で軸着された集光部と、
　該集光部を上下回動駆動する駆動源と、
　発光体を前記集光部の後端部に臨ませる状態で実装した発光基板と、
　を備え、
　前記集光部は、
　前端に主レンズを形成すると共に、後端を開放した筒状のレンズ体と、
　該レンズ体の後端を塞ぐと共に、前記発光体に対向し得る位置に配置される光拡散レン
ズ体と、
　内部に前記レンズ体を収納して前方から前記主レンズを、後方から前記光拡散レンズ体
をそれぞれ臨ませ、外部上端には前記回動軸が軸着される軸受部を設け、不透明な部材で
成形された収納体と、
　を具備し、
　前記光拡散レンズ体は、透過する光を拡散するように構成され、
　前記レンズ体は、前記光拡散レンズ体により後方から内部へ照射される光を拡散した状
態で前方へ投光し、該投光した光を前記主レンズから前方へ向けて照射するように構成さ
れ、
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　前記駆動源を駆動して集光部の前端部を上下回動することで前記発光体から発光される
光を、前記主レンズから前方へ向けて照射しながら上下方向へ動かすことを特徴とする遊
技機。
【請求項２】
　前記発光基板は、前記発光体と前記集光部との間であり、かつ、前記光拡散レンズ体に
対向し得る位置に導光路を配し、
　該導光路により前記発光体からの光を前記光拡散レンズ体へ導くことを特徴とする請求
項１に記載の遊技機。
【請求項３】
　前記集光部は、前記発光装置に取り付けられた常態で、前記光拡散レンズ体と前記発光
基板とが平行となることを特徴とする請求項１または請求項２に記載の遊技機。
【請求項４】
　前記軸受部に前記回動軸を嵌入して前記集光部を横に並べて複数連結すると共に、複数
の前記集光部の後端部を架設体によって固定することで集光機構を構成し、
　前記発光装置は、
　前記回動軸の両端部を支持して集光機構を上下回動可能に軸着する前側ケースと、
　前記駆動源が配設されると共に、前記前側ケースの裏側を塞ぐ後側ケースと、
　を備え、
　前記前側ケースと前記後側ケースとの間に、前記発光基板を配設したことを特徴とする
請求項１から請求項３の何れかに記載の遊技機。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、発光による装飾演出を複雑にして遊技の興趣を高めたパチンコ遊技機等の遊
技機に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来の遊技機、例えばパチンコ遊技機において、所謂センターケース等の窓枠状前面構
成部材に開設した開口部から変動表示ゲームが表示される画像表示領域を臨ませ、前面構
成部材の上部には、装飾レンズ部材から光を透過する発光ユニットを備えたものが提案さ
れている（例えば、特許文献１参照）。
　そして、上記パチンコ遊技機は、表示領域で表示される変動表示ゲームの状態に応じて
発光ユニットを発光させることで装飾演出を行えるように構成されている。
【特許文献１】特開２００４－０５７６５５号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００３】
　しかしながら、上述したパチンコ遊技機では、発光により行う装飾演出を、発光する色
や発光のタイミング、或いは発光態様（例えば点滅周期）のみに基づいて行うことしかで
きなかった。このため、さらに興趣性の高い演出を実現するために、発光方向を可変可能
な発光ユニットを備えた遊技機が要望されている。ところが、窓枠内の限られたスペース
に発光方向を可変可能な発光ユニットを配置することや、発光体への給電方法、或いは発
光方向の可変構造を簡略化して組み付け性を向上させること等、様々な問題があった。
【０００４】
　そこで、本発明は、上記の事情に鑑みてなされたものであり、その目的は、簡単な構造
で光の方向を変化させる装飾演出を実現して遊技の興趣を高めることができる遊技機を提
供しようとするものである。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　本発明は、上記目的を達成するために提案されたものであり、請求項１に記載のものは
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、画像表示領域が臨む開口部を開設した窓枠の上部に発光装置を備えた遊技機において、
　前記発光装置は、
　前端部を回動軸周りに上下回動可能とする状態で軸着された集光部と、
　該集光部を上下回動駆動する駆動源と、
　発光体を前記集光部の後端部に臨ませる状態で実装した発光基板と、
　を備え、
　前記集光部は、
　前端に主レンズを形成すると共に、後端を開放した筒状のレンズ体と、
　該レンズ体の後端を塞ぐと共に、前記発光体に対向し得る位置に配置される光拡散レン
ズ体と、
　内部に前記レンズ体を収納して前方から前記主レンズを、後方から前記光拡散レンズ体
をそれぞれ臨ませ、外部上端には前記回動軸が軸着される軸受部を設け、不透明な部材で
成形された収納体と、
　を具備し、
　前記光拡散レンズ体は、透過する光を拡散するように構成され、
　前記レンズ体は、前記光拡散レンズ体により後方から内部へ照射される光を拡散した状
態で前方へ投光し、該投光した光を前記主レンズから前方へ向けて照射するように構成さ
れ、
　前記駆動源を駆動して集光部の前端部を上下回動することで前記発光体から発光される
光を、前記主レンズから前方へ向けて照射しながら上下方向へ動かすことを特徴とする遊
技機である。
【０００６】
　請求項２に記載のものは、前記発光基板は、前記発光体と前記集光部との間であり、か
つ、前記光拡散レンズ体に対向し得る位置に導光路を配し、
　該導光路により前記発光体からの光を前記光拡散レンズ体へ導くことを特徴とする請求
項１に記載の遊技機である。
【０００７】
　請求項３に記載のものは、前記集光部は、前記発光装置に取り付けられた常態で、前記
光拡散レンズ体と前記発光基板とが平行となることを特徴とする請求項１または請求項２
に記載の遊技機である。
　そして、前記軸受部に回動軸を嵌入して前記集光部を横に並べて複数連結すると共に、
複数の前記集光部の後端部を架設体によって固定することで集光機構を構成し、
　前記発光装置は、
　前記回動軸の両端部を支持して集光機構を上下回動可能に軸着する前側ケースと、
　前記駆動源が配設されると共に、前記前側ケースの裏側を塞ぐ後側ケースと、
　を備え、
　前記前側ケースと前記後側ケースとの間に、前記発光基板を配設してもよい。
【発明の効果】
【０００８】
　本発明によれば、以下のような優れた効果を奏する。
　請求項１に記載の発明によれば、集光部は、前端に主レンズを形成すると共に、後端を
開放した筒状のレンズ体と、該レンズ体の後端を塞ぐと共に、前記発光体に対向し得る位
置に配置される光拡散レンズ体と、内部に前記レンズ体を収納して前方から前記主レンズ
を、後方から前記光拡散レンズ体をそれぞれ臨ませ、外部上端には前記回動軸が軸着され
る軸受部を設け、不透明な部材で成形された収納体とを具備し、光拡散レンズ体は、透過
する光を拡散するように構成され、レンズ体は、光拡散レンズ体により後方から内部へ照
射される光を拡散した状態で前方へ投光し、該投光した光を主レンズから前方へ向けて照
射するように構成され、駆動源を駆動して集光部の前端部を上下回動することで発光体か
ら発光される光を、主レンズから前方へ向けて照射しながら上下方向へ動かすので、遊技
状態や、画像表示領域の表示画像に応じて光を上下方向へ動かすことができる。このこと
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から、発光色や発光態様（点滅等）による装飾演出に加えて、光の方向を変化させる装飾
演出も行うことができ、遊技の興趣を高めることができる。
　また、主レンズと光拡散レンズ体との間隔を一定に保つことができ、設計どおりの光の
照射状態を維持することができる。したがって、遊技中の装飾演出を安定させて、遊技の
興趣を維持することができる。
【０００９】
　請求項２に記載の発明によれば、発光基板は、発光体と集光部との間であり、かつ、光
拡散レンズ体に対向し得る位置に導光路を配し、該導光路により発光体からの光を光拡散
レンズ体へ導くので、発光体を集光部から離して設けても、発光体からの光を光拡散レン
ズ体まで導くことができる。したがって、集光部の配置の自由度を増すことができ、遊技
内容に合わせて適切な位置に集光部を配置することができる。また、上下回動する集光部
に発光体を衝突させる虞がなく、発光体が損傷する不都合を防ぐことができる。
【００１０】
　請求項４に記載の発明によれば、軸受部に回動軸を嵌入して集光部を横に並べて複数連
結すると共に、複数の集光部の後端部を架設体によって固定することで集光機構を構成し
、発光装置は、回動軸の両端部を支持して集光機構を上下回動可能に軸着する前側ケース
と、駆動源が配設されると共に、前側ケースの裏側を塞ぐ後側ケースと、を備え、前側ケ
ースと後側ケースとの間に、発光基板を配設したので、上下回動する集光機構から発光体
の配線を引き出す必要がない。したがって、発光体の配線処理が格段に容易になり、発光
装置の製造効率を向上させることができる。さらに、集光機構が繰り返し上下回動するこ
とにより発光体の配線が断線する虞がなく、メンテナンス作業の軽減も図ることができる
。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１１】
　以下、代表的な遊技機であるパチンコ遊技機を例に挙げて本発明の実施の最良の形態を
図面に基づき説明する。図１はパチンコ遊技機の遊技盤１の正面図である。
【００１２】
　パチンコ遊技機の遊技盤１は、図１に示すように、表面にガイドレール等の区画部材２
により区画された遊技領域３を形成し、該遊技領域３内の略中央には、可変表示装置の画
像表示領域４を前方に臨ませたセンターケース５を配設し、該センターケース５の下方に
は、可変表示装置を始動するための始動入賞口６を、始動入賞口６の左右両側方には普通
図柄始動ゲート７を、始動入賞口６および普通図柄始動ゲート７の下方には大入賞口８、
普通図柄表示器９、普通図柄記憶表示器１０を配置している。また、始動入賞口６、普通
図柄始動ゲート７、大入賞口８等の入賞具やセンターケース５等の取付部分を除いた遊技
領域３内に障害釘（図示せず）を植設してある。さらに、遊技盤１は、この他に、遊技球
の流下方向を変える風車（図示せず）、発光により各種の装飾表示を行うランプ・ＬＥＤ
１１、及び入賞せずに流下した遊技球を回収するアウト口１２を設けている。
【００１３】
　センターケース５は、図２および図３に示すように、遊技盤１の表面に取り付けられる
取付ベース１５（本発明の窓枠に相当）と、該取付ベース１５の後方であって遊技盤１の
裏側に取り付けられる制御ベース１６と、該制御ベース１６の前面に取り付けられる装飾
ベース１７とから概略構成されている。取付ベース１５は、その上部に左右全幅に亘って
庇状の鎧部１８を前方に突設し、該鎧部１８の左右端部から下方に縦長の側辺部１９を延
設し、左右の側辺部１９の下端同士を接続する状態で底部２０を設け、上記鎧部１８、左
右側辺部１９、及び底部２０に囲まれた凹室２１の奥側に開口部２２を開設している。ま
た、開口部２２の上縁には、遊技領域３の前方へ投光する発光装置２３を備えている。な
お、発光装置２３については、後で詳細に説明する。
【００１４】
　制御ベース１６は、遊技盤１の後方へ向けて突出した額縁状の部材であり、内側の開口
部分に可変表示装置（図示せず）を収納し、該可変表示装置の後側には遊技盤１の制御装
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置（例えば、演出制御装置）を備えている（図示せず）。なお、本実施形態の制御ベース
１６は、遊技球が流下可能な流路（図示せず）を設け、センターケース５の周辺の入賞具
から入賞した遊技球を遊技盤１の裏側にて流下させる機能（所謂球寄せ機能）をも備えて
いる。
【００１５】
　装飾ベース１７は、画像表示領域４の前方で動作する装飾ユニット２５を遊技盤１に取
り付けるための部材である。この装飾ベース１７は、制御ベース１６よりもひと回り小さ
い略額縁形状を呈しており、制御ベース１６に収納可能な可変表示装置の画像表示領域４
を囲む状態で制御ベース１６の内側に取り付けられている。また、左右両側縁には、下方
へ延設された多関節構造の腕部２６と、該腕部２６の先端に設けられた装飾部（本実施形
態では、人差し指で物を指し示す状態の手を模した形状の装飾部）２７とからなる装飾ユ
ニット２５をそれぞれ備えている。さらに、装飾ベース１７の上部であって腕部２６の基
端部には、装飾部２７を引き上げて画像表示領域４の前方を移動させるモータ等の装飾部
駆動源２８と、該装飾部駆動源２８の駆動状態を検出する検出センサ２９とを設けている
。
【００１６】
　次に、発光装置２３について説明する。
　発光装置２３は、図５および図６に示すように、サーチライトを模した形状の集光部３
５を複数（本実施形態では４つ）連設して成る集光機構３６と、該集光機構３６の上方に
複数（本実施形態では３つ）設けられた円筒状の固定集光体３７と、集光機構３６及び固
定集光体３７の後方から光を照射する横長な発光源ボックス３８とから構成されている。
そして、図４に示すように、取付ベース１５の後方から取り付けられ、取付ベース１５の
開口部２２の上側から集光機構３６および固定集光体３７を前方へ臨ませている。
【００１７】
　発光源ボックス３８は、図６に示すように、後部を開放した箱状の前側ケース４０と、
該前側ケース４０の後部（裏側）を塞ぐ後側ケース４１と、前側ケース４０と後側ケース
４１との間に配設され、発光体４２を集光機構３６および固定集光体３７へ臨ませる状態
で実装した発光基板４３とから概略構成されている。前側ケース４０は、前面に菱形状の
装飾孔４５を複数開設した外側ケース４６と、該外側ケース４６の内部に収納されて装飾
孔４５を後方から閉塞する内側ケース４７とにより構成されている。また、当該前側ケー
ス４０の前面（すなわち外側ケース４６の前面）の下側を上側よりも後方に配置して集光
機構配置空間４８を形成している。なお、この集光機構配置空間４８は、集光機構３６の
後端部（すなわち集光部３５の後端部）が当該前側ケース４０に干渉しない程度の広さに
形成する。そして、この集光機構配置空間４８の左右両側であって、当該前側ケース４０
の前面の上側と下側との境界に位置する箇所には軸着部４９を前方へ突設し、該軸着部４
９に、集光機構配置空間４８内に配置した集光機構３６を上下回動可能な状態で軸着して
いる。さらに、集光機構配置空間４８の上方に位置する前面には複数の固定集光体３７を
固定している。なお、集光機構３６と前側ケース４０との接続状態については、後で詳細
に説明する。
【００１８】
　後側ケース４１は、前側ケース４０の後方に配置される蓋部材であり、当該後側ケース
４１の内面（前面）には、図６に示すように、集光機構３６を上下回動駆動する集光機構
駆動ソレノイド５１（本発明における駆動源に相当）を取り付けている。この集光機構駆
動ソレノイド５１は、出力軸である駆動ロッド（プランジャ）５２を下方へ向けた状態で
配設され、後述する集光機構３６との接続部分を発光源ボックス３８の内側に配置するよ
うに構成されている。したがって、パチンコ遊技機のメンテナンス時に作業員の手などが
当たって誤って集光機構駆動ソレノイド５１と集光機構３６との接続が外れてしまう不都
合を防ぐことができる。また、後側ケース４１は、上端部から縦長の切欠部５３を開設し
、この切欠部５３から集光機構駆動ソレノイド５１の後部を突出させている。したがって
、発光源ボックス３８の奥行きを、集光機構駆動ソレノイド５１が内部に収納される程の
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厚さで形成する必要がない。このことから、限られた取付ベース１５内の空間、具体的に
は奥行きの空間において発光源ボックス３８が占める部分を低く抑えて有効利用可能な空
き空間を確保することができ、パチンコ遊技機の設計の自由度を増すことができる。
【００１９】
　発光基板４３は、図６に示すように、発光源ボックス３８内の上側に収納される上側発
光基板（固定集光体用発光基板）５５と、発光源ボックス３８の下側に収納される下側発
光基板（集光機構用発光基板）５６とに分割構成されている。上側発光基板５５は、前側
ケース４０の前面裏側（詳しくは、内側ケース４７の前面裏側）に取り付けられ、当該上
側発光基板５５の表面に実装した複数の発光体４２を、固定集光体３７の後端部に対向す
る部位に配設している。なお、本実施形態では、１つの固定集光体３７に対向する位置毎
に複数（本実施形態では４つ）の発光体４２からなる発光体群５７を配置するとともに、
各発光体群５７の左右両側方や上方にも単体の発光体４２を配置している。
【００２０】
　また、下側発光基板５６は、後側ケース４１の内面（前面）に取り付けられ、当該下側
発光基板５６の表面に実装した複数の発光体４２を、上下回動可能な集光部３５の後端部
に対向し得る部位に配設している。なお、本実施形態では、１つの集光部３５に対応する
位置毎に複数（本実施形態では４つ）の発光体４２からなる発光体群５８を配置するとと
もに、各発光体群５８の上方および下方にも単体の発光体４２を配置している。また、下
側発光基板５６の発光体群５８は、発光色の異なる発光体４２で構成されている。すなわ
ち、下側発光基板５６は、集光部３５の後端部に対向し得る部位に発光色の異なる発光体
４２を複数実装している。
【００２１】
　そして、発光源ボックス３８は、前側ケース４０の前面のうち固定集光体３７が配置さ
れる箇所、および集光機構３６の集光部３５の後端部が対向する箇所に、円状の導光孔６
０を横並びに開設して発光基板４３上の発光体４２を前方、すなわち固定集光体３７およ
び集光部３５へ臨ませている（図６および図７（ａ）参照）。また、各導光孔６０の縁部
から後方へ円管状の導光壁６１を延出し、該導光壁６１により導光路６２を区画形成して
発光体４２からの光を固定集光体３７および集光部３５へ導くように構成されている（図
７（ｂ）および（ｃ）参照）。このように発光体４２と集光部３５との間、また発光体４
２と固定集光体３７との間に設けられた導光路６２は、発光体４２が固定集光体３７およ
び集光部３５から離れていても発光体４２からの光を発光源ボックス３８の内部に広く拡
散させることなく、固定集光体３７および集光部３５へ導くことができる。したがって、
集光部３５および固定集光体３７から投光される光の強さが弱くなる不都合を抑えること
ができる。なお、本実施形態では、固定集光体３７に対向する箇所の周辺にも導光孔６０
′および導光壁６１′を備えて、上側発光基板５５上の発光体群５７の周辺に設けられた
単体の発光体４２からの光も発光源ボックス３８の前方へ投光できるように構成されてい
る。
【００２２】
　次に、発光源ボックス３８に取り付けられる固定集光体３７および集光機構３６につい
て説明する。
　固定集光体３７は、発光源ボックス３８内の発光体４２からの光を前方の一定方向へ照
射するためのものであり、前端を凸レンズ（集光レンズ）６４で閉塞するとともに後端を
開放した横向きの筒状部材で形成されている。この固定集光体３７は、後端を前側ケース
４０の導光孔６０に重ねる状態で止着部材（図示せず）により止着されて当該固定集光体
３７の内部と導光路６２とを連通し、発光体４２からの光が導光路６２を通じて凸レンズ
６４に達し、該凸レンズ６４から前方へ投光するように構成されている。なお、外周面に
不透明処理（例えば、不透明なカバーを取り付けたり、あるいは不透明塗料を塗装したり
する処理）を施せば、固定集光体３７は、凸レンズ６４以外の場所から光を透過すること
がないので好適である。また、固定集光体３７の後端を透光可能な部材（例えば透明樹脂
製の光拡散レンズ板）で閉塞してもよい。
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【００２３】
　集光機構３６は、発光源ボックス３８内の発光体４２からの光を前方へ照射しながら上
下に動かすためのものであり、図８に示すように、複数の集光部３５と、該集光部３５を
連結する回動軸６６および架設体６７と、当該集光機構３６と集光機構駆動ソレノイド５
１とを連結するリンク部６８とを備えている。
【００２４】
　集光部３５は、横向き円筒状のレンズ体７０と、該レンズ体７０の後端を塞ぐ光拡散レ
ンズ体７１と、内部にレンズ体７０および光拡散レンズ体７１を収納する収納体７２とを
具備している。レンズ体７０は、前端に凸状の主レンズ（集光レンズ）７３を形成すると
共に後端を開放して、後方から内部へ照射される光を前方へ投光するように構成されてい
る。光拡散レンズ体７１は、薄い円板形状のレンズ部材であり、透過する光を拡散する構
成、例えば、表面粗さを粗くして磨りガラス状に仕上げたり、あるいは、小さな四角錐状
の突起（所謂ダイヤモンドカット）を表面に複数施したりしている。なお、レンズ体７０
および光拡散レンズ体７１は、発光体４２の発色をそのまま投光するために無色透明な部
材（例えば、無色透明樹脂）により成形されているが、有色透明な部材や半透明の部材で
成形してもよい。
【００２５】
　収納体７２は、レンズ体７０および光拡散レンズ体７１よりもひと回り大きな円筒状の
部材であり、前側の開放開口からレンズ体７０の主レンズ７３を、後側の開放開口から光
拡散レンズ体７１をそれぞれ臨ませている。また、不透明な部材で成形されてレンズ体７
０内を通過する光が集光部３５の外周面から投光されることを防ぐように構成されている
。さらに、外周部のうち上端には、回動軸６６を嵌入する軸受部７４を設け、上半部には
略倒コ字状のブラケットを模した装飾部材７５を外周に沿う状態で取り付けている。
【００２６】
　そして、集光機構３６は、複数の集光部３５のうち何れかの軸受部７４を後方に延設し
て、集光機構駆動ソレノイド５１に接続するリンク部６８を設けている。本実施形態では
、中央２つの集光部３５の軸受部７４を後方に延設してリンクアーム７６を形成し、両リ
ンクアーム７６の先端部の間にリンクロッド７７を掛け渡してリンク部６８を構成してい
る。
【００２７】
　このような構成を備えた集光機構３６を組み立てるには、まず、光拡散レンズ体７１を
レンズ体７０の後端部に取り付ける。このとき、光拡散レンズ体７１の縁部に形成した切
欠部７８をレンズ体７０の後端縁から突出した位置決めピン７９に嵌合して光拡散レンズ
体７１の位置決めを行う。光拡散レンズ体７１を取り付けたならば、レンズ体７０を、主
レンズ７３を前、光拡散レンズ体７１を後に配置した姿勢で収納体７２の後端部から挿入
する。すると、レンズ体７０の外周部前側に形成した切欠部８０が収納体７２の内周面に
突設した位置決め突起８１に嵌合し、主レンズ７３が収納体７２の前側開口と略同一面上
に配置される状態で、レンズ体７０と収納体７２との位置が決まる。このようにして、レ
ンズ体７０、光拡散レンズ体７１および収納体７２の３つの部材をそれぞれ位置決めして
、集光部３５を複数仮組みする。仮組みされた集光部３５は、主レンズ７３と光拡散レン
ズ体７１との間隔を一定に保つことができ、設計どおりの光の照射状態を維持することが
できる。したがって、遊技中の装飾演出を安定させて、遊技の興趣を維持することができ
る。
【００２８】
　次に、仮組みされた各集光部３５を、主レンズ７３側の端部を揃えた状態で横に並べ、
各軸受部７４に回動軸６６を嵌入して集光部３５を連結する。また、各集光部３５の後端
部には、平板状の長尺な架設体６７を、各集光部３５の収納体７２に形成された切欠溝８
２に嵌合するとともに収納体７２の左右両側に突設した止着部８３にビス等の止着部材（
図示せず）で固定する。したがって、各集光部３５は、他の集光部３５から独立して回動
軸６６周りに回動してしまうことがない。また、各集光部３５に固定された架設体６７は
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、収納体７２内の光拡散レンズ体７１の後面に当接するので、レンズ体７０及び光拡散レ
ンズ体７１が収納体７２から脱落することを防ぐことができる。このように、集光機構３
６は、接着剤を一切使用せずに組み立てることができる。したがって、集光機構３６の製
造において接着剤の乾燥時間を見込む必要がなく、製造効率の向上を図ることができる。
なお、架設体６７は透明な部材により成形されているので、発光体４２からの光が主レン
ズ７３に到達するまでの間に遮られることがない。
【００２９】
　そして、集光機構３６を発光源ボックス３８に組み付けるには、図９に示すように、リ
ンクアーム７６を前側ケース４０のスリット８４に貫通するとともに回動軸６６を軸着部
４９に軸着して、集光機構３６を集光機構配置空間４８に配置する。集光機構３６を配置
したならば、前側ケース４０に貫通したリンクアーム７６の先端部にリンクロッド７７を
取り付け、前側ケース４０と後側ケース４１との間に発光基板４３を配置し、集光機構駆
動ソレノイド５１を取り付けた後側ケース４１を前側ケース４０の後部に取り付ける。す
ると、各集光部３５の後端部、すなわち光拡散レンズ体７１が導光路６２および下側発光
基板５６上の発光体群５７に対向し得る位置に配置される。また、集光機構３６のリンク
部６８のリンクロッド７７が集光機構駆動ソレノイド５１の駆動ロッド５２に、接続部材
８５を介して接続される。
【００３０】
　このように集光機構３６と発光源ボックス３８とを接続した発光装置２３は、集光機構
駆動ソレノイド５１を駆動して駆動ロッド５２を上下動すると、集光機構３６の先端（す
なわち主レンズ７３）を回動軸６６周りに上下回動することができる。そして、発光体４
２を点灯状態にすれば、発光体４２から発光される光を、主レンズ７３から前方へ向けて
照射しながら上下方向へ動かすことができる。したがって、遊技状態や、画像表示領域４
の表示画像に応じて光を上下方向へ動かすことができる。このことから、発光色や発光態
様（点滅等）による装飾演出に加えて、光の方向を変化させる装飾演出も行うことができ
、遊技の興趣を高めることができる。
【００３１】
　また、発光体４２を集光機構３６ではなく、前側ケース４０と後側ケース４１との間、
すなわち発光源ボックス３８内に配設しているので、上下回動する集光機構３６から発光
体４２の配線を引き出す必要がない。したがって、発光体４２の配線処理が格段に容易に
なり、発光装置２３の製造効率を向上させることができる。さらに、集光機構３６が繰り
返し上下回動することにより発光体４２の配線が断線する虞がなく、メンテナンス作業の
軽減も図ることができる。
【００３２】
　そして、発光体４２からの光は、導光路６２により光拡散レンズ体７１へ導かれるので
、発光体４２を集光部３５から離して設けても、発光体４２からの光を光拡散レンズ体７
１まで導くことができる。したがって、集光機構３６の配置の自由度を増すことができ、
遊技内容に合わせて適切な位置に集光機構３６を配置することができる。また、上下回動
する集光部３５に発光体４２を衝突させる虞がなく、発光体４２が損傷する不都合を防ぐ
ことができる。
【００３３】
　さらに、集光機構３６は、下側発光基板５６から発光された複数色の光を、光拡散レン
ズ体７１により拡散して混色することができる。したがって、発光体群５８のいずれの発
光体４２の発光色とは異なった色の発光を、色ムラを生じ難い状態で集光部３５から照射
することができ、遊技に伴う装飾演出を華やかに行うことができる。また、発光体群５８
のうち、同色の発光体４２のみを点灯し、他色の発光体４２を消灯すれば、混色しない状
態の光、すなわち発光体４２自体から発する色の光を集光機構３６の集光部３５から照射
することができる。したがって、発光体４２の発光の組み合わせを遊技の進行内容に基づ
いて選択して、一層華やかな遊技演出を行うことができ、遊技の興趣を高めることができ
る。
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【００３４】
　なお、前側ケース４０が透光可能な部材（例えば、透明樹脂製または半透明樹脂製）で
ある場合には、発光基板４３は、導光路６２の後方に位置する部分以外にも発光体４２を
実装して発光源ボックス３８の下面や前面全体に亘って光を発するようにすれば、パチン
コ遊技機のセンターケース５の装飾性を一層向上させることができて好適である。
【００３５】
　また、上記実施形態では、発光装置２３をセンターケース５に備えたが、本発明はこれ
に限定されない。例えば、センターケース５とは別に画像表示領域が臨む開口部を開設し
た窓枠を遊技領域３に備え、この窓枠の上部に発光装置を備えてもよい。
【００３６】
　前記した実施の形態は全ての点で例示であって制限的なものではないと考えられるべき
である。本発明は、上記した説明に限らず特許請求の範囲によって示され、特許請求の範
囲と均等の意味及び範囲内での全ての変更が含まれるものである。
【図面の簡単な説明】
【００３７】
【図１】遊技盤の正面図である。
【図２】センターケースの正面図である。
【図３】センターケースの分解斜視図である。
【図４】発光装置を取り付けた取付ベースの後方斜視図である。
【図５】発光装置の斜視図である。
【図６】発光装置の分解斜視図である。
【図７】（ａ）は固定集光体を取り付けた外側ケースの前方斜視図、（ｂ）は固定集光体
を取り付けた外側ケースの後方斜視図、（ｃ）は導光路を示す断面図である。
【図８】集光機構の分解斜視図であり、（ａ）は前方分解斜視図、（ｂ）は後方分解斜視
図である。
【図９】固定集光体および集光機構を取り付けた前側ケースの斜視図であり、（ａ）は前
方斜視図、（ｂ）は後方斜視図である。
【符号の説明】
【００３８】
　１　遊技盤
　３　遊技領域
　５　センターケース
１５　取付ベース
１６　制御ベース
１７　装飾ベース
２２　開口部
２３　発光装置
２５　装飾ユニット
３５　集光部
３６　集光機構
３７　固定集光体
３８　発光源ボックス
４０　前側ケース
４１　後側ケース
４２　発光体
４３　発光基板
４８　集光機構配置空間
４９　軸着部
５１　集光機構駆動ソレノイド
５２　駆動ロッド
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５５　上側発光基板
５６　下側発光基板
５７　発光体群
５８　発光体群
６０　導光孔
６１　導光壁
６２　導光路
６４　凸レンズ
６６　回動軸
６７　架設体
６８　リンク部
７０　レンズ体
７１　光拡散レンズ体
７２　収納体
７３　主レンズ
７４　軸受部
７５　装飾部材
７６　リンクアーム
７７　リンクロッド

【図１】 【図２】
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【図５】

【図６】 【図７】
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